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A Study of Gaps of Recognition between the Person with Mental Disabilities and Coworkers.
―― Take Notice of a Record of“Floor Polishing”.――
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30から 14：30までであり、間に 11：00から 15分間と、12：30から 1時間それぞれ休憩を取って




























































































































































































































記録４ 一日床磨きをする日が続く②（平成 17年 11月 4日）
２）Fさんにとってやりやすい床磨きの方法に変わる
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